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「聖なるもの」が立ち現われるリアリティに接近するために、それらの「依り代」を援用しながら、 「濃密でJ C. 
ギアーツ)、 「聞かれたJ CU. エーコ)記述を試みた。宗教という、科学が直接言及できない多元的なリアリティ
は、そのように幾重にも、また角度を変えて記述する以外、私たち研究者は接近できないのではないだろうか。





第 3 章では霊能者に対してのインタビューを、物語論的な枠組みで分析し解釈した。第 3 章自体は質的な分析では
あるが、霊能者に対し実施したアンケート調査の計量的分析の結果をふまえている。ここでは物語論を、計量的分析
結果と照らし合わせることで、従来は試みられることのなかった方向に議論を発展させた。それは、 P. リクールの物
語論を下敷きに、 「ミメーシス 1 • 11 ・皿」を計量的な分析に利用可能なモデルとして提唱したことである。
終章の第4 章は、真如教えにおける「救い」とは、どのように理解することができるかということと、本論文が戦
後の宗教社会学研究のなかで、どのような位置にあり、持ち得るとすればどのような意義を有するか検討した。要約
すると、本論文は特定の新宗教教団の研究として、あまり前例のない集約的な研究であること。第二に宗教を理解し、
記述するための方法論的および理論的な提起がなされていること。この二点において、オリジナルな試みが含まれて
いることを研究史のなかで位置づけた。
最後に、本論文が真如苑の民族誌として読まれるとき、それはたんに真知教えの理解にとどまらないだろう。今日、
真知苑になぜ多くの信者が集うのかを理解することは、ふだんはなかなか気づかない、現代日本社会における宗教的
心性を理解することにつながるだろう。現代日本における活力ある宗教教団が生み出している、 「救済」とは何であ
るかを理解することによって、宗教教団とは全く関係なく世俗を生きる人びとも共有する、日本社会の基層的、伝統
的、文化的社会意識の現代の様相を観察することができるのではないだろうか。
論文審査の結果の要旨
本論文においては、非合理的な側面を持ち科学が歩いにくい宗教を、社会学として記述する新しい方法と文体が、
宗教教団真知苑を対象に試みられている。教団の歴史が濃密で開かれた文体によって詳細に記述され、信徒の信仰史
が物語論を下敷きにしたモデルにそって記述される。
それによって、教団の内から教えを語る篤信者のリアリティが生き生きと再現され、従来の宗教研究に見られる対
象として宗教を突き放した見方ではなく、宗教的な教えを内在的、共感的に理解することが踏み込んで行われており
ながら、なおかつ学問的な客観性も失っていない。
本論文は、新宗教の教団研究としては稀少な極めてインテンシブな研究であり、また宗教を理解し、記述するため
の方法論および理論的な提起がなされている点が高く評価されるモノグラフである。
以上から、本論文は博士(人間科学)の学位を授与するに十分であると判定した。
